


委 託 概 要
（単価契約）京都市道路区域明示測量等業務委託（京都市一円） 式 1    

４級基準点測量 点 18    任意多角点測量 点 20    

境界点測量 点 210    平面測量（平地） ｍ 410    

コンクリート境界標埋設 本 1    プレート境界標埋設 枚 2    

委 託 理 由　本委託は、道路敷一部現状変更申請に伴う道路区域の変更及び開発行為により帰属を受けた道路敷において、
道路区域決定が未処理となっている際の手続きに必要な道路区域の明示測量を行い、道路区域明示図等を作成す
るものである。
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積算参考資料（間接費補正一覧）
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見積参考資料                                     

 
本業務で採用した見積歩掛は、以下のとおりである。 
 
 
 
【４級基準点測量（真鍮鋲支給品）】 

１００点当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量主任技師  人 1.00  
測量技師  人 13.00  
測量技師補  人 13.00  
測量助手  人 12.00  
機械経費   式 1 直接人件費の 4.0％ 
通信運搬費等  式 1 直接人件費の 4.5％ 
材料費  式 1 直接人件費の 4.0％ 
精度管理費  式 1 精度管理費係数 9.0％ 

 
 
 
【任意多角点測量】 

１００点当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師  人 2.50  
測量技師補  人 3.50  
測量助手  人 3.50  
測量補助員  人 3.20  
機械経費   式 1 直接人件費の 4.0％ 
通信運搬費等  式 1 直接人件費の 2.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 6.5％ 
精度管理費  式 1 精度管理費係数 7.0％ 

 
 
 
 
 
 



 
【境界点測量】 

１００点当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師  人 1.00  
測量技師補  人 1.70  
測量助手  人 1.70  
測量補助員  人 1.00  
機械経費   式 1 直接人件費の 4.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 2.5％ 
精度管理費  式 1 精度管理費係数 7.0％ 

 
 
【平面測量（平地）】 

１００ｍ当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師  人 0.80  
測量技師補  人 1.60  
測量助手  人 1.60  
測量補助員  人 1.20  
機械経費   式 1 直接人件費の 4.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 4.0％ 
精度管理費  式 1 精度管理費係数 6.0％ 

 
 
【ｺﾝｸﾘｰﾄ境界標埋設（ｺﾝｸﾘｰﾄ境界標支給品）】 

１０本当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師補  人 0.80  
測量助手  人 0.80  
測量補助員  人 0.80  
機械経費   式 1 直接人件費の 4.0％ 
通信運搬費等  式 1 直接人件費の 2.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 32.0％ 

 
 
 
 



 
【ﾌﾟﾚｰﾄ境界標埋設（ﾌﾟﾚｰﾄ境界標支給品）】 

１０枚当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師補  人 0.50  
測量助手  人 0.60  
機械経費   式 1 直接人件費の 2.0％ 
通信運搬費等  式 1 直接人件費の 2.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 10.0％ 

 
 
 
 
【ﾌﾟﾚｰﾄ境界標撤去】 

１０枚当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師補  人 0.20  
測量助手  人 0.10  
通信運搬費等   式 1 直接人件費の 2.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 6.0％ 

 
 
 
 
【明示図面修正業務】 

１件当り 
名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

測量技師  人 0.30  
測量技師補  人 0.20  
測量助手  人 0.20  
機械経費   式 1 直接人件費の 2.0％ 
材料費  式 1 直接人件費の 5.0％ 
精度管理費  式 1 精度管理費係数 7.0％ 

 
 
 



4級基準点測量
（真鍮鋲支給品）

点 円/点

任意多角点測量 点 円/点

境界点測量 点 円/点

平面測量 （平地） ｍ 円/ｍ

コンクリート境界標埋設
（コンクリート境界標支給品）

本 円/本

プレート境界標埋設
（プレート境界標支給品）

枚 円/枚

プレート境界標撤去 枚 円/枚

明示図面修正業務
（既存電子ﾃﾞｰﾀ支給）

件 円/件

合計

消費税

総額

委託予定数量総括表

18

1

単位 数量 単価(税抜 )

1

410

（単価契約）京都市道路区域明示測量等業務委託（京都市一円）

金額

210

20

種別

1

2



第1号内訳表
４級基準点測量 伐採なし 永久標識設置なし 1 点当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額
伐採なし

４級基準点測量 永久標識設置なし 点 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

第2号内訳表
任意多角測量 補助基準点の設置 1 点当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額

任意多角点測量 補助基準点の設置 点 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

直接人件費

直接人件費

備考

備考



第3号内訳表
境界点測量 1 点当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額

境界点測量 点 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

第4号内訳表
平面測量 平地 1 m当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額

平面測量 平地 ｍ 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

直接人件費

直接人件費

備考

備考



第5号内訳表
ｺﾝｸﾘｰﾄ境界標埋設 1 本当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額
コンクリート境界標 ｺﾝｸﾘｰﾄ境界標
埋設 本市支給 点 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

第6号内訳表
ﾌﾟﾚｰﾄ境界標埋設 1 枚当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額
プレート境界標 ﾌﾟﾚｰﾄ境界標
埋設 本市支給 点 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

備考

備考

直接人件費

直接人件費



第7号内訳表
1 枚当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額
プレート境界標
撤去 点 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

安全費 市街地甲 式 1.00

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

第8号内訳表
1 枚当たり

種別 細別 規格 単位 数量 単価 金額

明示図面修正
業務 件 1.00

直接経費 電子成果品作成費 式 1.00 （諸雑費含む）の3.000%

直接測量費計 点

諸経費 式 1.00

測量業務価格

消費税相当額 式 1.0

測量業務費

直接人件費

直接人件費

プレート境界標撤去
備考

明示図面修正業務
備考



 

 

 

 

(単価契約)京都市道路区域明示測量等業務委託（京都市一円） 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

京都市建設局 

 

 
 

 

令和８年度 



(単価契約)京都市道路区域明示測量等業務委託特記仕様書 
 

（適用範囲） 

第１条 この特記仕様書は、京都市建設局（道路河川管理課）が単価契約を締結して行う

道路区域の明示に必要な測量業務等（以下「明示箇所測量」という。）の委託について

適用する。 

 

（明示箇所測量の実施） 

第２条 明示箇所測量は、業務委託契約書、測量及び地質・土質調査業務委託共通仕様書

及び特記仕様書のほか土木請負工事必携及び京都市公共測量作業規程に基づき実施し

なければならない。 

なお、明示箇所測量の実施内容については、単価契約測量指示書等（以下「測量指示

書」という。）により、監督員から指示するものとする。また、本市の立会協議につい

ては、必要に応じて同行するものとする。 

 

（ウィークリースタンスの実施） 

第３条 本業務委託は、ウィークリースタンスの対象である。 

実施に当たっては、「京都市建設局ウィークリースタンス実施要領」に基づき、受発

注者相互に協力し、以下の項目について取り組むこととする。 

 （１）休日明け日（月曜日等）は依頼の期限日としない。 

（２）休前日（金曜日等）に新たな依頼をしない。 

（３）勤務時間外に書類作成等の依頼をしない。 

（４）昼休みや勤務時間外の打合せを行わない。 

（５）作業内容に見合った作業期間を確保する。(適正な期限日を設定する。) 

（６）打合せは Web 会議（ビデオ会議機能）も活用する。 

なお、業務委託の特性を踏まえ、災害等の緊急的な対応、第三者等の要求に伴う対

応及び関係機関等との協議による休日又は夜間作業等により、取組が実施できない場

合の対処方法（依頼や期限に関する特例、代休、振替休日の措置等）については、受

発注者で確認し、共有する。 

 

（契約単価） 

第４条 契約単価は、明示箇所測量に必要な一切の経費(安全費、電子成果品作成費を含む)

に消費税及び地方消費税相当額を加えた額とする。 

 

（明示箇所測量の種別） 

第５条 明示箇所測量の種別は、次の各号に掲げるとおりとする。 

コンクリート境界標、プレート境界標及び４級基準点真鍮鋲は、本市支給品とする。 

（１）４級基準点測量（４級基準点真鍮鋲の埋設を含む。） 

（２）任意多角点測量 

（３）境界点測量（境界測量及び境界点間測量を含む。） 

（４）平面測量（現地測量及び横断測量を含む。） 

（５）Ｃ種：コンクリート境界標の埋設 

（６）Ｐ種：プレート境界標（モルタル埋め込み式）の埋設及び撤去 



 （７）明示図面修正業務 

 

（履行期間） 

第６条 履行期間は、次の日数を標準とし、測量指示書に明記する。 

ただし、特別の事情により監督員の指示があった場合は、その指示に従うものとする。 

・成果品提出期日 閉庁日を除く３０日以内 

 

（明示箇所測量の方法） 

第７条 明示箇所測量は、原則として次のとおり実施しなければならない。 

ただし、監督員の指示による場合は、この限りではない。 

（１）道路幅員の変化点、道路の折れ点及び道路区域明示線の両端を必ず測量すること。

なお、道路を構成する国有地等の底地の変化点も必ず測量すること。 

（２）測量延長は、指示区域両端から１０ｍを範囲とすること。 

（３）測量幅は、平面図にあっては２５ｍ、横断図面にあっては、道路幅員に左右２ｍ

を加えたものとすること。ただし、２５ｍを超えるものについては、別途監督員の

指示によるものとする。 

（４）明示箇所測量は、監督員が指示する種別の基準点測量等を併用して行うこととす

る。 

（５）明示図面の表題部の上段には、13cm 四方の余白をとること。 

（６）コンクリート境界標を通行の用に供している路面に埋設する場合は、路面と同一

の高さとすること。 

（７）コンクリート境界標を通行の用に供していない箇所に埋設する場合は、境界標側

面の「京都市」の字体が明確に見える高さとし、当該境界標の頭部に油性の赤ペン

キを塗布すること。 

（８）プレート境界標をコンクリート構造物等に埋設する場合は、その構造物と同一の

高さとすること。 

（９）やむを得ない理由によって境界標の位置等を変更する場合は、監督員の指示を受

けること。 

（10）コンクリート及びプレート境界標の埋設について後日確認することができるよう

に、作業の着手前、施工中及び完了後の写真を撮影し、監督員の確認を受けなけれ

ばならない。 

 

（完了報告） 

第８条 明示箇所測量を完了したときは、次の書類を提出し、完了の報告をしなければな

らない。 

ただし、提出書類は、監督員の指示によるものとする。 

（１）単価契約測量指示書 （第１号様式の１） 1 部 

（２）単価契約測量完了報告書 （第２号様式の１） 1 部 

（３）単価契約復元調査測量指示書 （第３号様式の１） 1 部 

（４）単価契約復元調査測量完了報告書 （第４号様式の１） 1 部 

（５）引渡書 （第５号様式） 1 部 

（６）委託測量明細書 （第６号様式） 3 部 

（７）工事写真帳（境界標の埋設に関する作業の着手前、施工中及び完了後の写真） 

   1 部 



（８）京都市公共基準点使用結果報告書 （第４号様式の３） 1 部 

（９）京都市公共基準点現況調査票 （第４号様式の４） 1 部 

（10）４級基準点成果表  1 部 

（11）電子成果品 第８条、第９条参照 1 部 

 

（電子納品） 

第９条 本業務は電子納品対象業務とする。電子納品とは、「調査、設計、工事などの各業

務段階の最終成果を電子成果品として納品すること」をいう。ここでいう電子成果品と

は、「京都市建設局電子納品実施要領（業務編）（令和６年３月版）」（以下「要領」とい

う。）に基づき作成された電子データをいう。（別紙電子納品リスト参照） 

なお、要領に記載のない事項や疑義がある場合は、監督員と協議のうえ作成するもの

とする。 

 

（成果品） 

第 10 条 成果品は次のとおりとする。 

ただし、監督員の指示がある場合は、指示されたものを提出しなければならない。 

（１）原図インクジェット出力図 （60g/㎡以上）         必要部数 

・境界点、線及び数値等に赤線着色したもの。 

・着色仕上げ箇所は、監督員の指示による。 

（２） 電子媒体（CD-R 等） 1 部 

・要領に基づいて作成したもの。 

・成果品の提出の際には、電子納品チェックシステムによるチェックを行い、

エラーがないことを確認後、ウイルス対策を行い提出すること。 

 

（図面作成上の留意事項） 

第 11 条 図面を作成するときは、次のとおり実施しなければならない。 

ただし、これにより難い場合は、監督員の指示によるものとする。 

（１）平面図 

ア 平面図には、現況その他測量記録をあますところなく記入し、測量記号は明

示箇所測量記号調書のとおりとすること。 

イ 北が図面の上側になるように平面図を作成すること。 

ウ 図面の大きさが規格（Ａ2 版）を超えることとなるときは、複数枚の図面を

作成することとし、別の図面に接続する箇所について、その接続線に鎖線を施

し、前後２０ｍを重複させること。 

エ 縮尺は、原則として１／２５０とすること。 

オ 寸法表示はメートル表示とし、小数点第２位（小数点第３位を四捨五入）ま

で表示とする。 

カ かづら石を基準とする明示は、かづら石の位置を表示すること。 

（２）断面図 

ア 道路の南から北又は西から東を視準した形で作成すること。 

イ 縮尺は、１／１００として原図に記入するが、道路区域外の構造物等も正し

い縮尺で記入すること。 

ウ 直線であっても２０ｍ程度に１箇所中間点をとること。 

エ 側溝の旧壁、かづら石等があれば表示すること。 



（３）その他 

ア 野取原図検査後の成果品は、次の内容により赤黒で記入すること。 

（ⅰ）道路区域は、赤色仕上げとすること。 

（ⅱ）幅員、延長等の数値の記入は朱色仕上げとすること。 

（ⅲ）町名、地番、路線名等の記入は黒色仕上げとすること。 

（ⅳ）主要引照点から境界点までの実測距離及び線の記入は、黒色仕上げとする

こと。 

イ 図面は、現地の道路形態が工事等によって変化しても、後日復元することが

可能な引照点（マンホール、家屋角等）を用いて、詳細図及び横断図面を作成

すること。 

ウ 引照点については、網図を明示決定図に記載すること。なお、引照点には、

座標値をもたせること。 

エ 網図として表し難い場合は、拡大平面詳細図又は横断詳細図を付け加えて記

載すること。 

オ 明示図が２枚以上にわたるときは、各図面の決定番号欄の右隅に、総数がわ

かるように記載すること。例…１／ｎ 

カ ４級基準点網図又は多角点網図を記載すること。 

 

（その他の留意点） 

第 12 条 野取原図を提出するときは、現場説明時に交付した参考資料を返却するとともに 

辺長及び幅員計算書を提出すること。 

 

（検査） 

第 13 条 原図及び成果品を提出するときは、次の検査を受けなければならない。 

（１）原図検査（野取原図及び原図） 

（２）完了検査 

 

（委託料の支払） 

第 14 条 委託料の支払いは、業務完了後に支払うものとする。 

 

（委託予定数量） 

第 15 条 予定数量は、過去の実績又は予測によるものであり、本市の都合により増減する。

大幅な増減があっても、本市は何ら補償しない。 

 

（業務体制） 

第 16 条 本業務は各案件が小規模であるが、年間を通して断続的に実施していくため、本

市に本店が所在し、常時即時に対応できる体制を整えておくこと。 

 

（測量士の配置） 

第 17 条 各案件の委託場所に対して、従事する測量班を１班（1 班当たり測量士２名、う

ち 1 名は測量士補でも可）確保すること。 

 

（その他） 

第 18 条 この特記仕様書に記載のない事項については、別途協議するものとする。 



４級基準点成果表については、監督員が別途指示するエクセルデータの様式により 
作成を行うこと。 



SFC PDF DXF TXT エクセル

○

○

○ 与点成果・平均ｼﾞｵｲﾄﾞ高計算書・平均縮尺計算書

○ 点の記含む(成果表ホルダーを作成)

○

○ 点検図(観測値の点検計算結果)・平均図（承認図）

○ 点検測量も含む

○

○

○

○

○

○

○ 水平、高低

○ 基準点に異常があるときのみ提出

○ ○ ○

○ ○ ○ 区域内、外

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ 観測手簿・境界測量精度管理表

○ SIMAフォーマット

○

1.

2.

3.

（例：…R02-1_1_2）

適
用

1測量ごとにホルダーを作成し、そのホルダー内に「種類」のサブホルダーを作成し、それぞれの
ファイルを格納する。

主ホルダー名は「年度＋番号」とする。

（例：R02-1）

サブフォルダー名は、「検定書」、「基準点」、「明示図等」の3種類とする。

ただし、基準点成果表は「基準点」ホルダー下に「成果表」ホルダーを作成し、基準点名ごとにファ
イルを作成する。

ファイル名は「成果品の名称＋年度＋番号」とする。

（例：道路区域決定図R02-1、…R02-1）

図面は１図面に対し1ファイルを作成し、図面が複数枚ある場合は、「枚数_総枚数」を語尾につける。

1ファイルに複数枚を作成してはならない。

明
示
図
等

☐　道路区域決定図

☐　土地境界明示図

☐　道路区域明示図

☐　境界点調査復元図

☐　境界点間距離計算書

☐　境界点間測量

☐　境界点座標数値データ

☐　境界標設置写真等

厳密網、簡易網
(補助基準点も含む)☐　高低網平均計算簿

☐　球面ST計算書

☐　精度管理表

☐　点検計算簿

☐　公共基準点現況調査報告書

基
準
点

☐　諸資料簿

☐　成果表

☐　4級基準点成果表エクセルデータ

☐　基準点平均図等

☐　観測手簿

☐　距離計算簿

☐　観測記簿

☐　水平網平均計算簿

種類 成果品の名称 備考

検
定
書

☐　使用機器検定証明書

☐　使用プログラム検定書

ファイルの種類

道路区域明示等の測量における電子納品リスト
番号 測量箇所 測量作業実施者名



CD作成のイメージ

ファイル種類

. PDF

. PDF

. PDF
・PDF
・PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF
. PDF

. SFC,PDF,DXF

. SFC,PDF,DXF

. SFC,PDF,DXF

. PDF

. PDF

. SIM(txt)

. PDF

PDF

諸資料簿

[年度]-[番号]
ファイル名

(ファイル名の後に「年度＋番号」を付ける。)

検定書
使用機器検定証明書
使用プログラム検定書

水平網平均計算簿
高低網平均計算簿

基準点 成果表 [基準点名] .

境界標設置写真等

ホルダー名

球面ST計算書
精度管理表
点検測量簿
公共基準点現況調査報告書

明示図等
道路区域決定図
土地境界明示図

４級基準点成果表エクセルデータ
成果表

道路区域明示図
境界点調査復元図
境界点間距離計算書
境界点座標数値データ

基準点平均図等
観測手簿
距離計算簿
観測記簿
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